
2022年12月9日

さくらプログラム

来年度に向けて



背景
さくら協会が母体

教育部門幼稚園「さくら学園」

日本の学齢で年少・年中を対象としたCo-op幼稚園
日本の学校システムに合わせて4月始まり、3月終わり

2021年9月より　継承センター傘下

2021年度　 年少・年中混合の１クラスのみ
2022年度　 午前部（桜）
　　　　　 午後部（卯の花）　の2クラスに



日本の年中・年少
アメリカのK/PreK/Preschool



2022年度さくらプログラム
（当初の予定）

桜（午前） 卯の花（午後）

当初予定：年少組2021年度の桜クラス在籍者
＋

年中組



2022年度さくらプログラム



継承プログラム
継承センター

対象年齢：（基本）現地校一年生以上（Kは場合による）

継承センターは年齢・学年によってクラスが決まっているわけではない

1-4 1-3 5-77-11 6-9 8-12 8-11 12今年度の学年



クラス分けのポイント
年齢

性格 友達関係

集団行動
活動取り組み姿勢

コミュニケーション能力・スタイル

教師間で話し合い

午前

午後



桜クラス 卯の花クラス

9:00 - 12:00 (3時間） 1:00 - 3:30 （2時間半）

小中高校生が
廊下やコモンルームを歩いている

1クラス

プレイグラウンド使用 コートヤード使用

継承クラスとの合同活動あり 授業を終えた継承側の先生との交流あり

継承センターのボランティア 卯の花ボランティア

2022年度さくらプログラム（桜クラス・卯の花クラス）の
子供たちの来年度は

どんなオプションがあるのか？



来年度の選択肢１

日本語学校  幼稚部

日本語学校  一年生

https://www.wjls.org/wjls2/admin/AF-NyugakuSetsumeikai2024Spring.pdf
https://www.wjls.org/wjls2/admin/AF-NyugakuSetsumeikai2024Spring.pdf


来年度の選択肢２

継承プログラム
（来年度現地校1年生）

面接あり、6月ごろ



来年度の選択肢３

さくらプログラム
（桜・卯の花）継承？



来年度の選択肢４

その他の学校や学習環境
（目的や子供のスタイルに合ったもの）

情報交換



今後のステップ
● 日本語学校面接申し込み　1月5日まで

日本語学校へ行く場合
3月（年度途中）退学届け←茜

● さくらプログラム保護者面談にて
来年度について相談

● 継承センターを希望する場合
❖ 面接サインアップ（継承ウィークリーにて5月ごろ）←茜
❖ さくら・卯の花教室当番のように、継承小学生クラスに

保護者ボランティアとして入ることも可能
（継承プログラムの様子や先生のスタイルを見る機会）

https://www.wjls.org/wjls2/admin/AF-NyugakuSetsumeikai2024Spring.pdf


保護者からの質問
継承カレンダーに、1月末に保護者面談があると書いてあるが、
さくらの保護者面談は具体的にいつなのか
→冬休み前、平日夜などを利用してZoomでおこなう予定

来年もさくらプログラムを継続する予定だが、来年度のクラスが
午後から午前にうつることがあるのか
→その可能性はあるが、その場合は家族のスケジュール的に問題がないかなどを事前に
確認させていただく

継承プログラムの面接で、現在さくらプログラム在籍の場合の優遇があるのか
→継承センターでは一人一人を一個人として見るため、妹弟を含め、優遇、優先　受け入
れの制度はない。
　新規と同じように、面接審査を受ける

日本語学校の面接を受けて受け入れが決まらなかった場合、
来年度もさくらプログラムを続けることは可能か
→子供（年齢、総体的な成長発達段階など）によるが可能


